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 Ⅱ 施策の評価方法   

１ 施策評価の考え方 
水源環境における新たな課題に対応するため、特に既存の事業では行き届かない対

策（１２の特別対策事業）について水源環境保全税を充てて対策を進めてきました。

これらはほとんどが新しい事業であることから、県民会議を中心に事業の評価の方法

についても検討し、事業により予想される効果とそれに対応する評価項目を整理しま

した。（各事業の評価の流れ図（構造図）） 

  森林の保全・再生にかかる事業では、まず間伐などの森林整備やシカの対策を行う

ことにより下層植生の回復を目指します（１次的アウトカム）。さらに、下層植生が

回復することにより降った雨が地中にしみこみ土壌の流出もなくなり、地中に貯留さ

れた水が下流へゆっくりと流れることが予想されます（２次的アウトカム）。また、

下層植生の回復や土壌の保全は、それらを利用する動物や植物を豊かにします（２次

的アウトカム）。それらの効果を通して、長期的には自然がもつ水循環機能の保全・

再生を図っていくことを目指します。 

  河川や地下水の保全・再生にかかる事業では、自然浄化機能を高め生態系に配慮し

た河川・水路の整備や地下水を主要な水道水源としている地域における地下水保全対

策を行うことにより、また、水源環境への負荷軽減にかかる事業では、ダム集水域に

おける生活排水対策（公共下水道・合併処理浄化槽の整備）を行うことにより、水源

水質の維持・向上や河川生態系の健全化等を目指します（２次的アウトカム）。 

そして、施策全体として、自然が本来持っている水循環機能を保全・再生させ、将

来にわたる良質な水の安定的確保を目指します（最終的アウトカム）。 

 

２ 施策評価の流れ   施策評価の流れについては、33ページの「各事業の評価の流れ図（構造図）」で整

理しています。 

 

＜ コ・ラ・ム ～より一歩踏み込んだ施策評価の実践～ ＞ 

アウトプットからアウトカムに至る施策評価の仕組みについて、神奈川の水源環境保全・

再生の取組においては、施策を効果的に進めていく上で不可欠であるとの認識のもと、モニ

タリングや事業評価に取り組まれていることから、今となっては、これ位のことはやって当

然のことだと思われがちである。 

しかしながら現在もなお、こうした一歩踏み込んだ形での施策評価は、他の自治体や国で

はそもそも行われていないのが実情であり、通常はアウトプットによる事業評価か、せいぜ

い１次的アウトカムを指標とした評価にとどまっている。 

水源環境保全・再生の取組の特徴の一つとして、総合的な施策推進というのがあるが、 

アウトプットから１次的・２次的アウトカムへと向かう評価の流れの中で、評価指標も細分

化されたものから、より統合化されたものへと集約されていくように体系化されるなど、施

策評価の面においても総合化が図られている。まだ課題もあるが、全国的にも先進的な取組

事例であり、さらに議論を進めていくことが必要である。 

（東京大学名誉教授 鈴木 雅一（施策調査専門委員会委員長）） 
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各事業の評価の流れ図（構造図）

　 〈各事業の量的指標〉

　　　　　〈評価の視点〉 アウトプット ２次的アウトカム

〈各事業〉

１　水源の森林づくり  

５　地域水源林整備

※1 主に植被率

４　間伐材の搬出

２　丹沢大山の 下層植生の回復

　　保全・再生 土壌流出の防止

３　渓畔林整備 森林の整備（択抜等） 下層植生の回復

土壌流出防止対策 土壌流出の防止

（丸太柵、植生保護柵）

６　河川・水路の

　　自然浄化対策

８　公共下水道の整備 下水道の整備

９　合併処理浄化槽

　　の整備

７　地下水保全対策

≪長期的評価（10年～20年）≫
５年ごとの定期モニタリング調査結果や

既存の継続的調査による評価
評価の時間軸

≪短期的評価（単年度）≫
単年度あるいは５か年の

累計による評価

≪中期的評価（５年）≫
３～５年程度の継続的

モニタリングによる調査結果
による評価

<各事業の統合的指標＞ 〈施策全体の目的〉

１次的アウトカム 最終的アウトカム

　　　　　　　　　　〈評価の指標〉 〈各事業の質的指標〉
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